










【コ メ ン ト】
「中 国 周 代 の 儀 礼 と 王 権 」 へ の コ メ ン ト




な関連のある冊命 ・朝覲 ・聘問とい う三つの賓礼を詳 しく論述 したものである。郭氏の報告の
主旨は、周王室 と諸侯の問の関係がこの三つの賓礼の中で確立 し、協調 したものであると説明
するところにある。郭氏は賓礼の根本はすべての臣下や庶民を周の宗法分封制度に服従させ、
周王室の王権を守 らせ、大宗と小宗、宗主 と諸侯及び諸侯の問の等級秩序を維持することであ
ると強調 した。ここでは周の賓礼を中心に、「礼」 と 「家 ・国一体化」及びその文化の特質に
ついて述べたい。
1.「 礼 」 と 「家 ・国 一 体化 」
まず、郭氏の紹介 した 「冊命」礼か ら、われわれは中国最初の国家機関は、周王が厳粛な
「冊命」 とい う儀式を通 じて建てたものであることが理解できる。つまり周の王室は、王位の
継承、諸侯への領土の分封、官職の任命、また臣下に対する賞罰の際に、必ず盛大、かつ厳粛
な 「冊命」の儀式を行 う。この 「冊命」の儀式では、各等級の諸侯や臣下に対 してそれぞれ異
なった等級、異なった土地 と住民の数、官職、彜器(鐘 鼎)、 貝、旗、圭、珍宝、車馬、衣服、
武器、楽器などを与えることになっている。これによって財産や権力の分配 と再分配を行い、
またそ うした礼儀iの下で各君臣の身分、地位 と、それに伴 う権利 ・義務を明らかにする。この
儀式は各等級の諸侯 と臣下の身分 ・地位に応 じて行ったので、これを 「冊命」礼 とい う。そ し
てここで注意 しなければならないのは、 「冊命」の対象 と 「冊命」の儀式を行 う場所である。
「冊命」とは、郭氏も紹介 したよ うに、周の天子が諸侯に対 して領土の分封や官職の任命、
また臣下に賞罰を与える際行 う 「冊命」の儀i式において読み上げられ、発布 される命令、或い
は任命書のことである。 したがって、「冊命」すなわち命令、任命の対象は、すべて分封 され
る諸侯 と任命 され る臣下になる。周の天子は自らの命令に服従 し、定期的な朝貢及び軍役を義
務、条件 として、血縁親疎、または軍功の大小によって、地域の重要度や土壌の肥沃度の異な
る土地 と異なる数量の住民及び一連の権力 とその権力の世襲権を、それぞれ先王の後裔や 自ら
と一緒に政権を建てた軍功の大なる者(特 功者)及 び自らの息子、兄弟などの一族の男性に授
与し、異なる等級、すなわち公 ・侯 ・伯 ・子 ・男 とい う五等の諸侯国を立てた。そしてこれ ら
の諸侯はまた同様の方法で自らの諸侯国内において、子弟 と功業を立てた者に 「釆 邑」 という
田宅を分封 し、卿 ・大夫を設けた。







このような分封の結果、周王室の下で大小の封国が成立すると同時に、公 ・侯 ・伯 ・子 ・男






る)、異姓の大国の諸侯王を"伯 舅"(「 同姓不婚」の中国では母親の兄は異姓であり、「舅」 ・
「伯舅」と称する。周王は母親の兄である異姓の大国の諸侯、あるいは母親の兄ではない異姓
の諸侯を母親の兄 と同じように 「舅」、 「伯舅」と称 した)、 同姓の小国の諸侯王を"叔 父"
(父親の弟を叔父と称する)、異姓の小国の諸侯王を"叔 舅"(周 王の母親の弟、或いは母親の









の儀式を周の王室の太廟で行 うこと、及び諸侯が 「冊命」書を自宅の家廟に祭 ることは、いず
れも 「家」は国、「国」は 「家」のシンボルだということを意味しているのである。
このような 「冊命」の対象と 「冊命」礼を行 う場所か ら分かるように、中国では国家とは、
そもそも 「冊命」の儀式を通 じて、宗法血縁に基づく等級秩序の下で築かれた大きな 「家」で
あ り、また 「家」は縮小された 「国」であった。諸外国の古代国家は、一般的に血縁親族関係
を乗 り越えた上で建て られたものが多い。 しか し中国の最初の国家は、このように血縁親疎に
よる階層的分封によって建てられたのである。またその国家機関内の臣下の等級はすべて、









編成 されていたわけではない。各地に散在す る豪族の首長(氏 上)が 氏人 ・部民を従 え、それ
ぞれのウヂの職掌を持って、大王(天 皇)に 奉仕 し、大王は臣 ・連 といった姓をこれらの氏上
に与えられていたのである。 この時点で中央集権は実現 しておらず、国家の機能は、各氏族の
持つ職能が首長を通 して個別 に吸収されることによって、果たされていた1。この時代の大王
































図1出 典:宮 本 救 「冠位十 二階 と皇親」(竹内
理 三博士還暦記念 会編:『 律令 国家 と貴族社会 』




て分裂 ・割拠に向かうという遠心力が強 く働き、いわゆる群雄(諸 侯)割 拠の傾向は容易に避
けられなかったのである。 この遠心力を制限 ・超克するために、周以後、春秋 ・戦国時代の
「群雄割拠」の局面を経て、秦の始皇帝にその典型 を見る皇帝独裁的な中央集 中体制が、次第
に完成されていったのである。
しか し前述のように日本では大王(天 皇)は 家長ではなく、一つの特別な存在 として職掌を
持っていた各氏上に姓や冠位を授与 し、序列づける存在であった。 これによって天皇と諸氏集
団との対抗関係は否定され、両者の相互依存が起こり、共通利益のもとで求心力が主流になり








一族 と豪族 との聞の構造は、村井康彦氏が昨日の報告で述べ られた、王権の 「柔構造」の歴史
的、文化的な基盤 をなしていたのではないか。 日本の王権の特徴は、権力の部分をその時々の
政治的実力者が掌握 し、行使することで、天皇の権威を保証する構造が成立 していたこと、さ
らに王権の権威 と、権力の分化 との相互補完の関係が、その王権の永続性を保証 したことにあ
るのである4。
2.「 礼 」 と 「家 ・国家 一体 化 」 の 特 質
郭氏の報告から分かるように、中国最初 の国家は、「礼」っま り 「冊命」礼の儀i式を通 して
生まれ、また周王は 「朝覲」礼と 「聘問」礼を通 じて各諸侯、臣下との間の身分や地位を確立








とい う部分を引用した。 ここでい う 「礼」とは単なる礼儀ではなく、同時に 「礼制」のことも
含まれている。 「礼」が単なる礼儀であれば、子供にも分かるはずである。 しかし 「礼制」は





Vandermeerschも 次のように指摘 している。 「礼制 とは社会を統治するための一つの特殊な方
法である。中国以外に、これに類似する方法で社会関係 を調整 し、社会秩序を維持 した国はな
かった。これは礼儀 というものが中国固有のものだとい うのでは決 してない。む しろ普遍的に
存在 し、如何なる文化 もこれをもっている。 … しか し中国の伝統においてのみ様々な礼儀が
大変厳格に、そして完璧に作り上げられ、社会活動における人と人 との関係の規範システムと
なったのである」5。ここでLeonVandermeerschが 強調 したのは、厂礼」 といっても礼儀なら
ば、なにも中国特有の現象ではなく、中国伝統文化の 「礼」の特徴は 「礼制」にあるとい うこ
とである。そしてこれに基づいて:L60nVandermeerschは 中国伝統の礼制 と西洋の伝統のjus
(法権)制 度の比較研究を行っているが6、それも極めて有意義な研究である。
しか し中国の統治者はなぜ 「礼」を利用 して家の上に君と臣の相互関係、また国家機 関を建
てて国を治めよ うとしたのか。また、「礼」はなぜ 中国における人 と人との関係の規範 システ






















つま り中国古代の聖哲は 「礼」の下で天下の人々を 「貴賎之等」、「長幼之差」に着かせてお
けば、国家の安定、社会の平和が実現できると考えた。郭氏の報告が指摘するように、「朝覲」




る。同様に 『礼記 ・経解』も 「禮之於。正.國也、猶下衡之於二軽重_也 、縄墨之於二曲直_也 、規
矩之於中方圜上也。 … 聘覲之禮廢、則君臣之位失、諸侯之行悪、而倍畔侵陵之敗起矣」(禮
によって國を正 しく治めることは、権衡によって軽重を量 り、墨縄によって曲直を正し、コン
パスや定規によって方円を描 くのと同じ。 … 聘問や朝覲の禮が廢れると、君臣の間に地位








つま り血縁身分制は 「礼」の本質であり、「礼制」 とはまさに宗法血縁に基づいた身分等級







つる所以なり。男女別有 りて、而る后に夫婦義有り。夫婦義有 りて、而る后に父子親有 り。父
のち
子親有 りて、而る后に君臣正有 り。故に曰く、昏(婚)禮 は禮の本なりと[言 ふこころは子氣性
を受くること純なるときは則ち孝なり。孝なるときは則ち忠なり])。
ここでは正 しい君臣の関係は、親 しい父子関係の上に、父子の問の緊密な関係 を模倣して成
立するのであ り、国は 厂夫婦の義、父子の親」、つま り家族メンバーの正 しい関係や家族の和
やかな雰囲気の延長線上にあることを一層明らかにしている。婚礼は家族メンバーの正しい関
係、また家族の和やかな雰囲気を成立 させる出発点である。これこそ中国歴代の統治者が唱え
た 「修身 ・斉家 ・治国 ・平天下」 とい う国を治める方針のおおもとである。その意味において
婚礼はまさに家族の諸礼の根本であると言える。また血縁の親疎に基づ く身分制は家族制度を
通 じて深 く人の心をとらえてお り、人々を教化するのに大いに役に立ったのである。
「礼」の重要性は、人々を教化す る力にある。それは目に見えない形だが、「修身 ・斉家」と
い う礼教の下で、天下の人々を 「貴賎之等」、「長幼之差」に着かせ、邪悪なものを未然に防ぎ、
気づかないうちに人々を少 しずつ 「私欲」 という 「悪」から引き離 し、統治の現実に満足する
とい う 「善」にと向かわせることで、厂治国 ・平天下」とい う統治者の目的を達することがで





もとで、「修身 ・斉家」で教化された人間は、家の 「一体主義」、国の 「一体主義」 という価値
観 の烙印を深 く刻み込まれるに等しい とい うことが見て取れ る。このよ うな文化の中では,権
利と義務 に基づく西洋近代化への過程における個人主義の文化的因子を生み出す温床は存在 し
ない。また宗法血縁に基づく等級構造の国にとっては、国は家であり、家は国であり、君は父










できたといえる。それは明らかに中国の 「礼制」に基づいた生まれつきの身分制、及び 「修身 ・





えている12。日本には古代から中国のような宗法血縁に基づ く等級秩序 とい う構造が根づかな




できなかったが、以上、中国の周時代からの 「礼」と関わる国家の体制、および 「礼」とい う
文化の特質について、いささかながら私見を述べた。
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1村 井 康 彦:「 天 皇 ・貴 族 ・武 家 」(村 井 康 彦 編:『 公 家 と武 家 そ の比 較 文 明 史 的考 察 』 思 文 閣 出 版 、
1995年 、7ペ ー ジ)。
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永勿中入録上。 凡庸 之徒 、惣集為 。巻。冠蓋之族 、聽二別 成一。軸焉2。
3今 回 の村井康彦 の報告 を参照。
4前 掲注(3)を 参照。




『苟子 ・栄辱篇』(新 釈漢文大系、明治書店 、1987年17版)。
法権 と法治 の定義 について、同前掲注(5)を 参照。
官文娜:「 古代社会 の婚姻形態 と親族集 団構造 について」(笠 谷和 比古編:




「日本歴史上的養子制度及 其文化特徴」(中 国社会科学院 『歴史研究』2003年 第2期) 。
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